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1. ピン配置（Dsub 15 ﾋﾟﾝ）
番号 信号名 I/O 機能 備考

1 N.C. -

2 N.C. -

3 OUT1 O デジタル出力 1 TTLレベル

4 OUT2 O デジタル出力 2 TTLレベル

5 DIN1 I デジタル入力 1 TTLレベル

6 DIN2 I デジタル入力 2 TTLレベル

7 N.C.

8 AIN1 I アナログ入力 1 O～3.3V

9 AIN2 I アナログ入力 2 O～3.3V

10 N.C. -

11 REMOTE I 電源制御信号

12 AVSS アナロググランド

13 TRANS O 送信中モニタ信号 TTLレベル

14 RECV O 受信中モニタ信号 TTLレベル

15 GND デジタルグランド

2. 入出力規格
2.1 デジタル出力（DIN1, DIN2, TRANS, RECD）

パラメータ ＭＩＮ ＴＹＰ ＭＡＸ

印加電圧 － － ３６V Ｈ　出力時
絶対最大定格

最大電流 － － ３０ｍA

Ｈ　出力 ４．３Ｖ － － ５Ｖ，１ＫΩプルアップ

－ － ０．３Ｖ １０ｍＡ電気的特性
Ｌ　出力

－ － ０．８Ｖ １５ｍＡ

2.2 デジタル入力 (OUT1, OUT2 )

絶対最大定格 入力電圧 －１０Ｖ － １０V

Ｈ　入力 １．７Ｖ － － または、オープン

Ｌ　入力 － － １．２Ｖ電気的特性

変化検出時間 １０ｍＳ － － 検出可能なパルス幅

2.3 アナログ入力 (AIN1, AIN2)

絶対最大定格 入力電圧 －0.9Ｖ － ３０V 電源ＯＦＦ時印加可能

最小入力電圧 ０Ｖ － － Ａ／Ｄ数値＝０

最大入力電圧 － － ３．３Ｖ Ａ／Ｄ数値＝２５５

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ － 100ＫΩ －
電気的特性

誤差 ０ － ±50ｍＶ Ａ／Ｄ数値として±４
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3. デジタル出力
3.1 出力回路

  デジタル出力回路を右図に示します。

3.3V動作のG/A出力を、デジタルトランジス

タで 5Ｖレベルに電圧変換して出力します。

出力のプルアップ抵抗は 1KΩを使用して

おり、出力ショートでも破壊はありません。 ま

た、5V ラインはダイオードにより出力側に外

部から電圧が印加された場合でも内部の5V

系回路を保護しています。（3.5項参照）

3.2 ＤＣ特性

’H’出力 ：4.3V（MIN） （出力ショートで破壊無し）
ONになっているデジトラの数に左右されます。全てのデジトラがOFF（‘H’出力）の場合が 4.8V、
他の３個のデジトラがON（’L’出力）の時に 4.35Vが実測値です。
’L’出力 ：0.3V（＠10mA）、0.8V（＠15mA）

3.3 電源ＯＮ／ＯＦＦ特性 (TRANS 信号は TRNS と、REDV信号は RECDと表示されています.)

　　電源OFF時　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源ON時

上図の様に、電源ON/OFF時にパルス状波形が観測されます。外部機器がエッジを使用する時は注意が必要です。
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3.4 ソフト制御
出力汎用ポートのH/Lはソフト制御で指定されます。
ハード的‘H’はソフトの‘１’、‘L’は‘０’に対応します。

3.5 出力信号への外部からの電圧印加（外部回路のプルアップ電圧）
  外部出力からの電圧印加は電源への逆流防止のダイオード（逆耐８０Ｖ）があるので、内部への影響はありません。
出力に使用しているデジトラの出力耐圧（Vce）は50Vです。ノイズ等を含めて 50Vを超えないことが必要です。最大
電圧（デジトラがＯＦＦ時）は 36Vでの設計を推奨します。この場合も出力が‘L’になった時に 30mA以下の電流とな
るように制限抵抗を設けてください。

  ４つの出力信号は、１項の回路図から出力ライン同士が１ＫΩ×２の抵抗で接続されています。従って、端末の電源
がＯＦＦであっても、ある出力に電圧が印加されると抵抗を介して電圧が他の出力ラインに出てきます。外部機器側で

プルアップ処理等を行っている時には注意が必要です。

  例えばＯＴＰ１に接続されている外部機器側でプルアップなどの処理を行っていると、端末の電源がＯＦＦの状態で
もＯＴＰ２に出力電圧が出てきます。

4. デジタル入力
4.1 入力回路
  入力回路を右図に示します。入力はツェナーダイ
オードで電圧シフトを行い、ＴＴＬレベルを実現して

います。５Ｖ電源側には５Ｖ電源ＯＦＦ時の電圧印加

および入力過電圧保護の為のダイオードが挿入さ

れています。

4.2 ＤＣ特性
’Ｈ’入力：1.7V（MIN）
’Ｌ’入力：1.2V（MAX） （ショート時電流：0.3mA）

4.3 応答性（ソフト処理時間：チャタリング）
  デジタル入力信号は、1000pF のコンデンサが輻射対策等として挿入してありますが、チャタリングに対する特性等
全て、ソフト処理となっています。

  デジタル入力は、ソフトにより、10mS間隔でサンプリングされ、連続で 6回の状態一致を検出した時に有効となりま
す。従って、レベルが変化した時は最低でも 50mS 以上のレベル保持が必要となります。従って、パルス信号の場合
には、最低 60mS以上のパルス幅が必要です。
  デジタル入力（ＤＩＮ１ｏｒ２）をトリガー

にしてアナログ入力（ＡＩＮ１ｏｒ２）を取り

込む場合でも、50mS 以上の遅延が出ま

す。（右図）

  また、ユーザーアプリケーションプログ

ラム（以下 UAP）の動作中に、UAPでデジ

タル入力を利用する場合には、UAPでデ

ジタル入力をチェックする間隔を確認し

てください。チェック間隔よりも長いパル

ス幅が必要となります。

デジトラの内部抵抗は

全て４７ＫΩ（Ｔｙｐ）
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4.4 ソフト／ハード関係
入力ポートのH/Lはソフト処理で読込みます。
ハード的‘H’はソフトの‘1’、‘L’は‘0’に対応します。

4.5 過電圧入力
電源がＯＦＦ（スリープ含む）の状態での電圧印加や動作時の５Ｖを超える電圧入力に対しては、

１）5V電源保護ダイオード（逆耐：80V）
２）デジトラの逆電圧（Vin：10V）
３）内部回路の耐電圧（Vin：7V）
ですので、片一方の入力がGNDショートで他方に電圧を印加した最悪値では、デジタルトランジスタの逆電圧が支配
的です。電源OFF時で 12V程度、電源 ON時で 15V程度になります。過電圧入力は+10V以下での設計を推奨し
ます。

4.6 逆電圧入力
  入力端子に印加可能な逆電圧についても同様にデジトラの入力電圧（Vbc：-40V）が支配的です。しかし、片方の入
力端子が GNDショートで他方の入力端子に逆電圧を印可すると、GNDショート側のデジトラに逆入力電圧が印可さ
れることになります。逆電圧入力は-10V以内での設計を推奨します。
入力端子にマイナス電圧が印可されると、5V電源の電流を引き込むことになりますが、-10VＶ程度であれば問題あ
りません。

5. アナログ入力
5.1 入力回路
  入力回路を右図に示します。100KΩの抵抗でタ
ーミネートし、オペアンプのボルテジフォロアで構成

してあります。

  使用しているオペアンプは電源のON/OFFにかか

わらず入力耐圧が３２Ｖの為、端末の電源 OFF 時で

も外部からの電圧印加が可能です。

5.2 入出力特性
  入力電圧／AD コンバータの読み値のグラフを右
に示します。ほぼ良好な特性が得られています。グラ

フは平均値で記載してありますが、実測値（ADコンの
読み値）としては±１以下になっています。

  但し、A/Dコンバータ（ワンチップ CPU）のカタログ
スペック上は±３となっていますので、

    3/255 × 3.3V = 39mV
の変換誤差は考慮する必要があります。

  これに、抵抗や電源誤差を含めて±50mV での設
計を推奨します。
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5.3 応答性
  アナログ入力のソフト読込みは１回で行っています。ハードの変換時間は１６μＳですのでほとんど無視できます。

  ノイズ環境が悪く、１回の読込みでは誤差が大きくなることが予想されるような用途では、ユーザーアプリケーション側

の制御プログラムで、複数回の読込みを行い、極端に異なるデータの破棄や平均化を行うことを推奨します。

5.4 入力電圧制限
１）過電圧

オペアンプの入力耐電圧は、電源のON/OFF状態を問わず、+32Vとなっています。従って、電源OFF時でも
電圧の印加は可能です。

ノイズや過渡状態を含めて最大電圧：+30Vでの設計を推奨します。

２）逆電圧

逆電圧は、クリッピング用の入力ダイオードの順方向電圧が 0.9V（＠5mA）であることから、-0.9Vとします。尚、
ダイオードのサージ電流は 250mA、尖頭順電流は 80mA、平均整流電流は 25mAとなっています。ノイズ重畳を
考慮して、設計的には負電圧が加わらないような回路を推奨します。
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6. リモート信号
リモート信号をＧＮＤに接続すると、端末は無条件に電源 OFF 状態となります。また、リモート信号を GND 接続の状
態からオープン状態にすると、無条件に電源が ONになります。電源がONになった後の動作は、電源を入れた時の動
作と同じです。

従って、スリープ状態になっている端末を外部から強制起動したい時は、オープンになっているリモート信号を、一旦、

GNDに接続し、その後、オープンとすることにより実現できます。
外部のリモート信号制御回路にチャタリングの発生が考えられる場合は、ON/OFF時のチャタリング時間が 20mS以
下となることが必要です。また、GNDとのショートの保持時間は 50mS以上としてください。また、リモート端子のGNDシ
ョートによる残存電圧は 1V以下としてください。すなわち、下図の様な波形、回路を推奨します。

オープンオープン

チャタリング許容期間

ＧＮＤショート

２０ｍＳ以下２０ｍＳ以下 ５０ｍＳ以上

ショート保持時間

（チャタリングの発生が無い事がはっきりしている場合

は、この時間をキープすれば問題ありません）

リモート信号

制御信号

ＧＮＤ信号

15pin
(D-SUB15)

リモート信号

11pin
(D-SUB15)

外部機器

オープンコレクタ

オープンドレイン

リレー

スイッチ　　等

≒電源入力電圧

５００ｍＡ

47KΩ２２Ω

２２０ＫΩ

Q307

ＫＸ－Ｇ７１００／Ｇ７１０１
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7. 変更履歴
V1.2 99. 8. 4 リモート信号の項目を追加

V1.3 99.10.14 デジタル出力の初期設定を追加

V1.4 99.12.2 デジタル出力波形を修正、(X2C1F-002対応)

デジタル・アナログの入力応答特性を修正

ピン配置情報を追加


